
令和４年度事業報告
自 令和４年４月１日
至 令和５年３月31日

公益財団法人長崎県暴力追放運動推進センターの事業については、センター定款第４条
（事業）に基づき実施しました。

事業 事 業 内 容 事 業 実 施 結 果

広 (1) 暴力団排除資料等の作成 ① 機関誌等の作成配布
報 配布等 当センター発行の機関誌「暴追ながさき60号
啓 ・61号」を合計4,000部作成し、関係機関団体、
発 〇 広報媒体の活用 賛助会員をはじめ不当要求防止責任者講習会、
事 各種会議等で配布して広報を実施した。
業 〇 各種会議・会合等の活

用 ② フロントマスクの掲出
年末の約１か月間（令和４年12月1日～同31

日)、県下一円を走行する県営バス・長崎バス
・島鉄バス・五島バスの合計104台の路線バス
に「暴力団追放」のフロントマスクを掲出して
広報を実施した。

③ 路線バスによるワンマンＣＭ
県内都市部の乗車率が高い路線バス３社（県

営バス・長崎バス・西肥バス）において、年間
を通して不当要求防止責任者講習の車内アナウ
ンスによる広報を実施した。

④ 公的機関の広報媒体を活用した広報
一般市民が多数利用する市役所で公的媒体を

活用しての暴力団追放三ない運動＋１の実践等
について広報した。
・長崎市役所公用共通封筒(58,000部)

⑤ カレンダーの作成
「暴力団追放三ない運動＋１(ワン)」標語及

びセンター名、ロゴマーク入り特製カレンダー
(令和５年版)250部を作成配布し、暴力追放意
識の高揚普及に努めた。

⑥ 暴力追放広報啓発用品の作成・配付
広報用タオル、ハンドタオル、エコバッグや

マスク、クリアファイル、暴追センター紹介三
つ折りパンフレット、暴排ポスターなど、機会
を捉えて広く県民に配付し、暴力追放の広報啓
発を図った。

⑦ 新聞広告の掲載
令和４年10月16日から10月22日までの間、長

崎新聞紙面に「暴力団追放三ない運動＋１(ワ
ン)」の暴力団排除広告を掲載し、暴力団追放
の広報啓発を図った。



⑧ ケーブルテレビにおけるテレビ広告
令和４年７月中、全国高校野球選手権長崎大

会及びケーブルテレビ番組内において「暴力団
追放３ない運動＋１」のテレビ広告を行い、暴
力団追放の広報啓発を図った。、

⑨ 大相撲長崎巡業における広報活動
令和４年12月３日に開催された、大相撲長崎

巡業の会場において、県警との合同により暴排
チラシ等の配布などのを行い、暴力団追放の広
報啓発を図った。

(2) 暴力団排除条項等導入に 不当要求防止責任者講習、各種会議、研修会等
ついての広報 を通じて、表明・確約書の活用や暴力団排除条項

の導入促進に努めた。

(3) インターネットホームペ 年度途中で変更を行った不当要求防止責任者講
ージの充実 習計画、情報提供時の誓約書様式用紙の掲載をは

じめ、県民の利便性のある情報の掲載や情報公開
の一層の推進など内容の充実に努めた。

(4) 賛助会員の拡大 あらゆる機会を通じてその拡大に努め、令和４
年度は、173会員の賛助会員を獲得した。

（令和３年度 175会員）
また、当センターのシンボルマーク入り「暴追

会員之証」は賛助会員に、また「暴排関係冊子・
ポスター」等は行政機関、各種企業、暴排組織
等に配布して、暴排意識の高揚普及を図った。

(5) 地域安全・暴力追放運動 令和４年10月11日、佐世保市の「アルカスSASE
「安全・安心まちづくり長 BO」において開催予定であった「安全・安心まち
崎県大会」の開催 づくり長崎県大会」については、新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大に伴い中止した。
同大会の代替えとして、10月11日に警察本部に

おいて暴力追放運動功労者等に対する表彰式を開
催した。

暴 (1) 民間暴排組織が行う暴排 令和４年４月16日に実施された暴力追放「いの
排 キャンペーン等の支援 ちを守る」長崎市民集会に参加、広報啓発用品を
組 提供するなどの支援を行うとともに、10月21日に
織 開催された「YOSAKOI佐世保祭り」前夜祭におけ
の る暴排キャンペーンに際し、関係団体に対し広報
支 啓発用品を提供するなど、民間暴排組織の支援を
援 行った。
事
業 (2) 企業研修会、各種会議等 自治体及び民間等暴排団体の総会、研修会及び

における支援活動 民間事業者の研修会等に出席し
・各種暴排資料
・当センター発行機関紙「暴追ながさき」

等を提供、さらには
・暴排講話等の支援活動

を行うとともに、賛助会員事業者、長崎企業等安
全対策懇話会会員事業者に対して暴排資料を配付
するなど、暴排意識の高揚、醸成を図った。



令和４年度
暴排研修会等 13回 359人参加

（令和３年度 ８回 272人参加）

(3) 視聴覚資材の貸出 各企業、暴排組織等からの要請に基づき視聴覚
資材「暴排ＤＶＤ」を貸出し、対応要領の習熟等
を図った。

令和４年度５回貸出（令和３年度４回）

暴 (1) 暴力相談の積極的な受理 暴排広報と併せて暴力相談についての広報を積
力 と早期解決 極的に行い、面接・電話等での相談を受理
相 ・受理体制
談 暴力追放相談委員 ７人
事 事務局職員 ２人
業 弁護士 ４人

少年指導委員 １人
・受理件数

令和４年度63件（令和３年度83件)

(2) 民暴事案に対する暴追セ 民事介入暴力相談に対しては、当センターで適
ンター、弁護士、県警によ 切な処理を行うとともに、委嘱相談委員の弁護士
る連携チームでの対応 に専門的立場からアドバイスを受けるほか、必要

に応じて民暴弁護士の紹介を行い迅速な解決を図
り、保護の必要性を含めた警察との連携等適切な
処理を図っているが、令和４年度は連携チームで
対応すべき相談は無かった。

(3) 企業診断 企業対象暴力被害を防止するために相談を基に
企業診断を実施することとしているが、令和４年
度の企業診断はなかった。

少 (1) 関係機関・団体との連携 令和４年７月８日開催の被害者支援連絡協議会
年 強化 総会に参加、関係機関との連携を図った。
に
対
す
る (2) 教育関係機関への働きか 少年院との連携を図り、収容中の院生に対する
暴 けの実施 講話を実施しているが、令和４年度については、
力 講話の要請はなかった。
団
の
影 (3) 少年の健全育成を目的と 県警少年課との連携を図り、本年度中２回実施
響 する各種活動の支援と広報 された少年指導委員研修会に参加し、少年の暴力
を 団への加入防止等に対する意識の醸成を図った。
排
除
す
る
事
業

暴 (1) 「暴力団離脱者社会復帰 ① 暴力団離脱者社会復帰対策連絡会の開催
力 対策連絡会」等の開催によ 令和５年１月17日開催の
団 る関係機関との連携 「暴力団離脱者社会復帰対策連絡会総会」



離 に出席し､暴追センターが行う離脱者支援事業
脱 について説明、周知を図るとともに、警察・職
者 安等関係行政機関との連携強化を図った。
支
援 ② 協賛会員に対して、個別面接の上で協力依頼
事 をなすとともに、センター機関誌をはじめとし
業 た暴排資料を提供し、協力依頼を実施した。

(2) 離脱者雇用事業者への給 離脱者雇用給付金、支援金支給実績はなかった。
付金支給等による支給事業
の推進

(3) 離脱に向けた指導・相 長崎刑務所と連携し、服役中の暴力団組員で離
談の受理、社会復帰の支援 脱意志を有する組員２名を対象として離脱・社会

復帰についての講話等を実施した。

暴 (1) 適格団体としての体制の ① 不当要求防止責任者講習での講話をはじめ、
力 確立と県民に対する広報 暴排関係の各種会議、研修会等において広報を
団 実施した。
事
務 ② 令和４年度中の組事務所使用差止訴訟なし
所
使
用
差
止
請
求
事 (2) 財政基盤確立 令和４年度は、特別寄附金50万円を差止請求等
業 費用運営資産（特定資産）に組み入れ、資産合計

1,450万円を保有

不 (1) 暴排講習の実施 ① 講習の充実
当 ３年に一度の定期講習、不当要求防止責任者
要 〇 選任事業所の拡充 選任時の選任時講習を実施するとともに、一般
求 事業所に対しても複数選任制を指導し、受講を
防 促した。(令和４年３月31日現在4,354事業所、
止 5,047名の不当要求防止責任者が登録)
責
任 ② 講習結果
者 ・講習回数 31回
講 ・受講者 1,026人
習 （令和３年度 24回 受講者 669人）
事 当初28回の実施予定であったが、新型コロナ
業 ウイルス感染症の感染状況、受講予定者数を考

慮し実施回数を増やして実施した。

(2) 公務員講習、行政研修の 自治体等からの要請に基づき、２自治体の60名
支援 に対し公務員講習（行政研修）を実施した。



不 公営競技場･証券業界への ① 不当要求情報管理機関のモーターボート競走
当 暴力団排除活動支援 保安協会九州支所大村競艇場と緊密な連携を図
要 り、「暴力団追放三ない運動＋１(ワン)」暴排
求 ポスターの掲出、並びに各種暴排資料を提供し
情 て暴排活動を支援した。
報
管 ② 競艇開催期間中、競艇場出入口及び会場電光
理 掲示板に「暴力団追放三ない運動＋１(ワン)」
機 「不当要求断固拒否」等の暴排標語等を掲出し
関 ての広報した。
の
援 ③ 令和４年９月12日に開催された長崎県証券警
助 察連絡協議会において、暴排講話を行うととも
事 に情報提供を行った。
業

被 (1) 見舞金制度、民事訴訟 不当要求防止責任者講習をはじめ、暴排関係の
害 支援制度についての広報の 各種会議、研修会等において見舞金の支給、民事
者 徹底 訴訟等の支援について広報を実施するもととも
の に、警察本部犯罪被害者支援室との連携を強化し
保 た。
護
救 (2) 被害者への見舞金の支給 被害者への見舞金の支給は、令和４年度実績な
済 し。
事
業 (3) 民事訴訟等の支援 令和４年度実績なし。

少 少年指導委員の研修 警察本部少年課と連携の上、少年指導委員研修
年 における講話を実施し、暴力団の勧誘や加入強要
指 等の不当な行為の防止活動に必要な知識等を養う
導 とともに、少年を暴力団から守るリーフレットを
委 提供し暴排意識の高揚を図った。
員 ・令和４年８月２日長崎地区(20名)
研 ・令和４年８月４日佐世保地区(12名)
修
事
業

そ (1) 暴排研修、情報収集活動 不当要求防止責任者講習受講者を対象に不当要
の 求を受けた事実の有無等についてアンケート調査
他 を実施した。
調 ・令和４年度受講者 1,026人
査 ・回答総数 946人（回答率92.2％）
研 アンケート調査の結果は、「暴追ながさき」に
究 掲載し、情報の共有を図ることとしている。
情
報 (2) 暴力団に関するモニター 現在、長崎市に2人、佐世保市1人、五島地区1
収 の資質向上と情報の活用 人の計4人に委嘱している暴力追放モニターの資
集 質向上及び地域における暴力団等の動向等につい
事 て情報交換を実施するため、令和５年１月27日「暴
業 力追放相談委員及び暴力追放モニタ－合同研修

会」を開催した。



(3) 暴力団排除活動に関する ① 九州管区内等における民暴研究会等への出席
情報収集及び研究 令和４年度に開催された九州管区内等におけ

る民暴研究会等に参加した。
・令和４年５月13日

第92回民暴対策沖縄県大会
・令和４年７月12日

令和３年度九州ブロック暴追センター連絡
協議会

・令和５年２月24日
令和４年度九州ブロック民暴研究会

② 研修会等への出席
全国暴追センター等主催の各種会議、研修会

に参加して職員の資質・技術の向上を図った。
・令和４年４月21日

暴力追放相談委員及び責任者講習担当者研
修会

・令和４年９月15日
令和４年度暴追センター専務理事及び事務
局長等研修会

・令和４年11月24日
経営者向けクレーマー対策セミナー


